
 

オリジナルピンバッチの追加作製と 

緑の募金活動への御協力のお願い 

          森林づくり推進課・(公財)緑の基金 
 

長野県緑の基金では、緑の羽根に抵抗感があるという県民の皆さまからの声

を踏まえ 2006年にオリジナルピンバッチをつくりました。 

この度新たな、「木製のピンバッチ」と「鹿革のピンバッチ」を作成しまし

た。ピンバッチの収益は、緑の基金が行う公共施設の緑化、緑化活動の指導者

の養成、みどりの少年団の育成等に活用していきます。 

 

○ 新ピンバッチについて！ 

木製のピンバッチ  募金額 500 円以上   

 

 

 

 

 

鹿革のピンバッチ 募金額 １，０００円以上（全８種類あります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林を健全に育成していくためには、増えすぎたニホンジカ等の野生動物の管理も必要
とされていることを理解してもらうために、捕獲したシカの皮を活用し、『ＮＰＯやればで

きる』さんに作成いただきました。 
 

 

 

 

 

 

 （お問い合わせ先：公益財団法人 長野県緑の基金 担当：森山 内線 4819） 

作製者：ＮＰＯ法人 やればできる（上伊那郡南箕輪村） 

障がいのある方や社会的に働く場が得にくい人たちに対して、仕事や体験の場を提供している団体。 

2006 年作製のピンバッチ 募金額 500円以上 
 
ピンバッチの形について 

一滴の命の水は一本―の樹からうまれます。そんな想いを形にしたピンバッチです。 

木曽の木材職人が木曽の復興を願いつつ 1つひとつ丁寧に 
つくりあげました。 
素材には、木材を有効活用するため、木曽のヒノキの間伐材等 

を用いています。 
作製者：王滝木材加工企業組合（木曽郡王滝村） 

シロ ピンク アオ オレンジ 

グリーン キイロ アカ キャメル 

その他資料３ 


